
ショーメ、メゾンの歴史の秘密に迫るデジタルツアー #ChaumetatHome
アーカイブピースの秘話を続々と配信中

2020年5月8日（金）

2020年5月

ショーメは、メゾンの歴史の秘密に迫るデジタルツアー #ChaumetatHome を、2020年4月からスタートしています。
アーカイブピースに込められたストーリーが、ときに現在の作品とリンクしながら紹介されています。時代を超える作品
に込められたメッセージを感じて、気持ちが少しでも解きほぐれる時間となることをショーメは願っています。

オフィシャルフェイスブック、LINEタイムラインにて週に数回配信されています。
引き続き、魅力にあふれるショーメの世界をお楽しみください。

#1
1789年、フランス革命の年。創業者のマリ=エティエンヌ・ニト
は特別な想いを込めた最初の作品を発表しました。その後、
この想いを告げるジュエリーはパリのジュエラーの間で有名
になりました。ショーメは現在でも想いを告げるジュエリーを
作り続けています。ジュ ドゥ リアン ハーモニーは愛する人
の名前、記念日やメッセージなどをエングレービングし
あなたの心に寄り添います。

#2
繁栄の象徴である麦の穂は、メゾンのミューズであり、最初の
顧客であった皇后ジョゼフィーヌのお気に入りのモチーフです。
写真のような、風にそよぐ麦の穂のデザインをあしらった
ティアラを身に着け、ジョゼフィーヌはフランス皇后として初の
公式セレモニーに登場しました。

#3
19世紀初頭、メゾンはすでに時を告げるジュエリーの制作に
おいて、その存在感を際立たせていました。ショーメの歴史
上、最初に知られているこのペアウォッチから、象徴的な
ジュエリーウォッチ オルタンシア エデンに至るまで、240年
以上にわたり、パリの優雅さとスイス時計製造の最高技術を
融合した貴重なタイムピースを作り続けています。

#4
かつては、ロイヒテンベルク公爵家（皇后ジョゼフィーヌの末
裔）所有だったこのティアラは、当時のメゾンの特徴である自
然主義を表現しています。それぞれの花のピースは取り外し、
ブローチや髪飾りとしても楽しめます。
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#ChaumetatHome #ChaumetTreasures #おうち時間

facebook： http://www.facebook.com/chaumet.japan
LINEアカウント名： CHAUMET

LINEアカウントID： @chaumetofficial

取材に関するお問合せ先
LVMH ウォッチ・ジュエリージャパン株式会社 ショーメ ディヴィジョン

PRマネージャー 曽我 雅代 (080-1022-3371) / PRアシスタント 片山 綾香(070-1493-7755)
E-mail : masayo.soga@chaumet.com / ayaka.katayama@chaumet.com

ご掲載時のお問合せ先表記
ショーメ TEL：03-5635-7057

WEBサイト ： http://www.chaumet.com/jp facebook ： http://www.facebook.com/chaumet.japan
Instagram ： https://www.instagram.com/chaumetofficial LINE : @chaumetofficial

＃ショーメ ＃chaumet

#5
ティアラから髪飾りまで、ショーメの作品は、ファッションの変
化とともにジュエリーの身に着け方にも新たなスタイルを
もたらしてきました。ルイ14世の初恋の相手、
オリンピア・マンチーニのヘアスタイルからインスパイアされ
たこのペアの髪飾りは、1840年代のエレガントな女性を彷彿
とさせます。
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#6
想いを告げるジュエリーの長い伝統から生み出されたリボン
は、2人の揺るぎない絆を象徴しています。ショーメは、想い
を告げるジュエラーとして、それぞれの時代に合ったデザイ
ンを生み出してきました。1977年以来、この愛の言葉を現代
に蘇らせた「リアン」コレクションによって今日も語り継がれて
います。

#7
ティアラ、エグレット（シラサギの羽に由来する髪飾り）、また
ドレスのオーナメントにもなるこの翼は、その高名な所有者
であるガートルード・ヴァンダービルト・ホイットニーの独立心
と強さを想起させます。1910年に誕生し、半透明のエナメル
に1,274個のダイヤモンドがセットされたこの変幻自在な
ジュエリーは、ワーグナーのオペラからインスパイアされた
ワルキューレの翼を再現しています。

#8
1906年のアールデコ全盛期以前から、ショーメは太陽の輝
きをモチーフにしたモダンなティアラを発表してきました。
1914年、ユスポフ王女は、伝説的な美しさを誇るロシアの
イリナ公爵夫人（ロシア皇帝の姪）の為に、
このファッショナブルなスタイルを選びました。この三重の
太陽のティアラは、1917年の第二次ロシア革命の混乱の中、
永遠に失われました。


